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@
・
:
八
月
、
信
州
青
年
の
船
に
参
加

し
中
国
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
上
回

を
離
れ
、
四
百
人
近
く
の
仲
間
た
ち

と
十
二
日
間
と
い
う
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
素
敵
な
年
で
し
た
。
職

場
以
外
に
も
友
人
が
で
き
、
横
の
つ

な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

一
@
・
:
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
積
極
的

に
ど
ん
ど
ん
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

斗

入

社

し

て
三
年
目
な
の
で
、
何
事
も

な

充

実
し
た
年
に
し
た
い
と
思

っ
て
い

的

ま

す

。
二
十
歳
に
な
っ
た
以
上
、
自

極
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
で
す

積
ね
。@
:
・
住
み
や
す
く
て
い
い
ま
ち
だ
と

.
思
い
ま
す
。
駅
前
が
少
し
寂
し
い
で

す
ね
。
道
路
が
も
っ
と
よ
く
な
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

千枝さん

会社員 一

北大手

森

直司さん

一 飲食庖勤務

ーエアロビクスに挑戦一

@
:
・
仕
事
に
も
よ
う
や
く
慣
れ
、
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
で
、

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
と
試
合
し
た
の
が

印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

@
・:
美
容
と
健
康
の
た
め
に
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

二
十
歳
に
な

っ
て
何
事
も
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
大
人
と
し

て
の
自
覚
が
高
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

@
:
・
災
害
も
な
く
住
み
や
す
い
で
す

ね
。
将
来
、
結
婚
し
て
も
上
田
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
上
回
バ
イ

パ
ス
が
で
き
る
と
通
勤
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。
左

岸
地
区
の
道
路
が
も
っ
と
ス
ム

ー
ズ

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

浦野

鎌原

@
・
:
料
理
が
好
き
で
、

高
校
卒
業
後

を

市

内

の

専
門
庖

へ。

洋
食
を
担
当
し

格
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
経
験
が
浅
く
基

資
礎
を
勉
強
中
で
す
。
昨
年

一
年
間
は

の

仕

事
が
忙
し
く
気
が
つ
い
た
ら
終
わ

問

っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

郁

@
:・
今
年
は
調
理
川
の
資
格
に
挑
戦

==ロ・
す
る
つ
も
り
で
す
。
仕
事
も
早
く
覚

一
え
、

一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

二
十
歳
と
い
つ
で
も
あ
ま
り
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
の
行
動
に

対
し
て
責
任
が
か
か
っ
て
く
る
の
で

う
か
う
か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
は
、

自
分
の
屈
を
開
く
の
が
夢
で
す
。

@
・
:
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

就
職
し
て
も
た
く
さ
ん
友
人
や
知
り

合
い
が
で
き
ま
し
た
。
親
切
な
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。

広美さん

一 会社員 一

屋

丸山

新

成
人
お
め
で
と
う

拡
に
ち
の
自
覚
孝
社
会
じ
生
か
そ
う

ざ
い
ま
す
。

成
人
に
な
る
と
、
選
挙
権
を
も
つ

こ
と
は
ど
な
た
も
ご
存
じ
で
す
が
、

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
の
あ

る
こ
と
は
案
外
知
ら
な
い
よ
う
で
す
0

・
①
検
察
審
査
員
の
仕
事
検
察
官

が
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
(
不
起
訴

処
分
)
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り

扱
い
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
審
査

し
ま
す
。
審
査
は
、
不
起
訴
処
分
に

不
満
を
持
っ
た
犯
罪
の
被
害
者
な
ど

の
申
し
立
て
に
よ
り
始
め
ら
れ
ま
す
。

②
検
察
審
査
員
の
選
び
方
毎
年
、

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
選

挙
人
名
簿
を
基
に

「く
じ
」
で
検
察

審
査
員
の
候
補
者
を
選
ぴ
、
そ
の
中

か
ら
検
察
審
査
会
事
務
局
が
再
び
「
く

じ
」
で
選
ん
だ
十

一
人
の
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

③
審
査
会
議
検
察
審
査
員
の
任

期
は
六
か
月
で
、
審
査
会
議
は
そ
の

時
の
抱
え
て
い
る
事
件
数
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
月

一
固

な
い
し
二
回
聞
か
れ
ま
す
。

ど
な
た
も
、
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
選

ば
れ
た
と
き
は
、
進
ん
で
こ
の
務
め

を
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す。マ
連
絡
先
長
野
地
方
裁
判
所
上
回

支
部
庁
舎
内
・
上
田
検
察
審
査
会
事

務

局

企

⑫

0
0
0
3
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か
年
寄
り
るノ

竺緒
?に

なくそう粉じん公害

みんなで考えよう/脱スパイク⑤

J、長

養
護
老
人
ホ
l
ム
・
報
思
寮
の
お

年
寄
り
に
か
お
も
ち
。
を
プ
レ
ゼ
ン

ト

|
十
五
年
前
か
ら
続
い
て
い
る

真
田
町
の
青
年
団
員
に
よ
る
も
ち
つ

き
が
、
今
年
も
十
二
月
十
四
日
、
同

寮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
つ
き
の

周
り
で
は
、
お
年
寄
り
が
声
援
を
送

り
、
な
か
に
は
若
者
と

一
緒
に
キ
ネ

を
ふ
る
う
お
年
寄
り
も
い
て
、
用
意

し
た
も
ち
米
十
五
キ
ロ
す
べ
て
を
つ
き

ま
し
た
。

え広報う

こ
の
冬
は
、
ま
だ
雪
が
少
な
く
上

田
で
の
初
積
雪
の

日
も
平
年
よ
り
遅

く
な
っ
て
い
ま
す
。

上
田
地
方
は
、
全
国
的
に
み
て
も

降
水
量
が
か
な
り
少
な
く
、
冬
の
降

雪
量
も
他
の
寒
冷
地
に
比
べ
少
な
い

地
域
で
す
。
上
田
市
で
の

一
で
以
上

の
降
雪
日
数
は
、
昭
和
五
十
七
年
か

ら
六
十

一
年
ま
で
の
五
年
間
の
平
均

で
年
間
十
八
日
(
上
回
気
象
連
絡
所

調
べ
)。
こ
れ
が
、
五
で
以
上
の
降
雪

日
数
と
な
る
と
三

・
六
日
と
か
な
り

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
上
団
地
方
で
は
、

一
冬

に
五
で
以
上
の
降
雪
が
三
1
四
回
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

た
と
え
五
で
ほ
ど
の
積
雪
が
あ

っ
て

も
、
日
当
た
り
の
よ
い
道
路
で
は
す

ぐ
に
雪
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
半
面
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
率
を
み
る
と
、
十
二
月
下
旬
か

ら
三
月
中
旬
ま
で
の
三
か
月
間
は
、

約
九

O
%
の
車
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
前
述
の
数
字

か
ら
も
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
雪
道

を
走

っ
て
い
る
期
間
よ
り
、
道
路
を

削

っ
て
い
る
期
聞
の
方
が
ず
っ
と
長

い
と
い
え
ま
す
。

こ
の
冬
、
粉
じ
ん
公
害
の
解
決
に

向
け

「脱
ス

パ
イ
ク
」
の
運
動
が
よ

り
広
が
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市は、このほど国鉄上田駅から松

尾町を通り上回城へ向かう道路沿い8

か所に案内板を設置 しました。案内

板は鉄製で 「上田城 UedaCastlesJ 

と書いであるほか、上回城までの距

離も入っています。

ほらつ案内板

一ー第 974号
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明るい選挙

啓発標語

入選作畠9点が決定

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト

上
田
市
農
協
は
十
二
月
十
七
日

「
子
供
や
お
年
寄
り
に
」
と
リ
ン
ゴ

約
四
千
個
を
上
田
市
へ
贈
り
ま
し
た

(
1
写
真
)
。
市
で
は
さ
っ
そ
く
山
積

み
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
を
市
内
二
十
八
の

保
育
園
と
養
護
老
人
ホ

l
ム
の
「
報

恩
寮
」
へ
届
け
ま
し
た
が
、
み
ん
な

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
し

た。

〈〉一

票
の
重
み
日
本
の
明
日
拓
く

成
沢
み
ど
り
(
諏
訪
部
)

〈〉
よ
い
人
を
選
ん
で
託
す
よ
い
政
治

〈〉
よ
い
社
会
あ
な
た
が
き
め
る
こ
の

'
一一
由一小

竹
内
哲
子

(

新

田

)

〈〉
清
き

一
票
み
ん
な
で
選
ぶ
良
い
政

ムロ

〈〉
我
が
町
は
い
つ
も
自
慢
の
明
る
い

選
挙

寺
島
節
代
(
立
科
町

な
お
、
以
上
の
入
選
作
品
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
、
明
る
い
選
挙
推

進
の
た
め
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

(
諏
訪
部
)

取
り
扱
い
は
正
し
く

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
で
は

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
な
か
で
も
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
取
り
扱
い
方
を

間
違
え
る
と
思
わ
ぬ
大
火
に
つ
な
が

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
一

①
火
を
つ
け
た
ま
ま
、
灯
油
の
補

給
、
ス
ト
ー
ブ
の
移
動
を
し
な
い
。

②
接
触
し
て
転
倒
す
る
恐
れ
の
あ

る
通
路
に
は
置
か
な
い
。
ま
た
、
部

屋
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
火
の
消

え
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
、
上
部
に
洗

濯
物
を
干
さ
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
カ

ー
テ
ン
、
障
子
な
ど
か
ら
三
十
で
以

上
離
し
、
で
き
る
だ
け
室
内
の
中
央

に
置
く
。

④
日
の
当
た
る
場
所
で
使
用
す
る

と
、
油
タ
ン
ク
内
で
揮
発
膨
張
し
て

異
常
燃
焼
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

灯
油
の
保
管
も
、
日
の
当
た
る
場
所

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

な
ど
で
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
政

治
や
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
常
に
明

る
く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
と
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と

お
り
入
選
作
品
九
点
が
決
定
し
ま
し

た
。

(
敬
称
略
)

〈〉
良
く
聞
き
良
く
見
て
正
し
い
選
挙

〈〉
正
し
い
選
挙
で
住
み
よ
い
社
会

武
舎
敦
(
材
木
町
)

〈〉
公
正
な
選
挙
で
創
る
新
世
紀

〈〉
見
て
、
聞
い
て
、
確
か
め
、
違
反

の
な
い
選
挙成
沢
仁
子

を
避
け
て
冷
暗
所
に
置
く
よ
う
に
。

⑤
給
油
す
る
時
、
灯
油
と
ガ
ソ
リ

ン
を
間
違
え
な
い
こ
と
。
灯
油
は
無

色
で
、
ガ
ソ
リ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
系
の

色
に
着
色
さ
れ
て
い
な
す
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

①
ガ
ス
の
使
用
後
は
、
バ
ル
ブ
と

壁
ぎ
わ
の
元
栓
を
完
全
に
閉
め
る
。

②
ガ
ス
の
燃
焼
器
具
の
取
付
け
配

管
は
、
販
売
業
者
ま
た
は
資
格
者
に

依
頼
し
、
素
人
は
行
わ
な
い
よ
う
に
。

③
ホ
l
ス
や
金
属
管
の
継
ぎ
め
は
、

と
き
ど
き
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
か
調
べ

る。
④
室
内
で
ゴ
ム
管
を
使
用
す
る
場

合
は
、

耐
圧
性
能
の
あ
る
も
の
を
使

用
し
て
、
接
続
部
を
必
ず
ホ

l
ス
パ

ン
ド
で
締
め
る
。
ビ
ニ
ー
ル
管
は
、

絶
対
に
使
用
し
な
い
。

⑤
ガ
ス
が
万

一
漏
れ
て
い
る
と
き

は
、
火
を
近
づ
け
な
い
で
す
ぐ
に
元

栓
を
閉
め
、
ほ
う
き
な
ど
で
掃
き
出

す
よ
う
な
方
法
で
ガ
ス
を
外

へ
迫
い

出
し
ま
す
。
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お知らせ

え広報う一ー第 974号

12月什日、市民の森スケート場で「教職

員スケート教室」ガ開かれまし疋。この日

は、市内各小学校などの教職員40名ガ参加。

小学生に教える墓本的な技術を講師から習

いましだ。

住
し
て
い
る
が
家
族
は
上
田
市
民

で
あ
る
人

〈
選
考
日
〉

一
月
二
十
八
日
附

〈
科
目
〉

面
接
・
作
文
・
体
力
検
査

〈
人
員
〉

若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

マ
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

マ
履
歴
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
)

マ
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

一
月
十
二
日
何
か
ら
同
二
十
四
日

出
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職

員
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

C 

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
資
金
の貸
し
付
け

市
職
員
を募
集
し
ま
す

1
給
食
員

1

総
務
課
職
員
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
次
に
よ
り
市
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

〈
職
種
〉

給
食
員

〈
資
格
〉

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

マ
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

マ
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
現
在
、

上
田
市
民
で
あ
る
人
ま
た
は
勉
学

な
ど
の
た
め
一
時
他
市
町
村
に
居

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
3

市
で
は
、
日
常
生
活
の
た
め
の

一

時
的
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

-
貸
付
金
額
な
ど

最
高
三
十
万
円
、
年
利
六
・
五
u
h
、

三
年
以
内
返
済

-
貸
付
条
件

マ
世
帯
・
:
世
帯
構
成
員
が
二
人
以

上
い
る
こ
と
マ
住
所
:
・
市
内
に
引

き
続
き

一
年
以
上
住
所
が
あ
る
こ
と

マ
職
業
:
・
①
給
与
所
得
者
は
、
同

一

事
業
所
に

一
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

こ
と
②
事
業
者
は
、
同
一
業
種
を

引
き
続
き

一
年
以
上
営
業
し
て
い
る

こ
と
マ
収
入
・
:
年
間
収
入
が
八
十

万
円
以
上
三
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
マ
納
税
・
:
市
民
税
・
固
定
資
産

税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
(
一
名
)
を
必
要
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

-
貸
付
で
き
な
い
場
合

使
い
み
ち
が
事
業
資
金
、
旅
行
資

マ
神
津
道
子
様
(
丸
子
町
)

三
十
点
乳
児
院
へ

マ
浅
井
益
香
寿
様
(
北
天
神
町
)

一
万
九
千
九
百
七
十
八
円
社
会
福

L

祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

主
マ
小
島
重
照
様
(
下
紺
屋
町
)
百

マ

と

き

一
月
三
十

一
日
出
・
午
主
万
円
身
体
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で

E

マ
上
小
美
容
師
会
様

三
万
五
千
円

マ
と
ニ
ろ
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

一
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
講
師
森
本
毅
郎
さ
ん
(
テ
レ
=
マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所
様

ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
)

E

点
字
図
書
六

十

冊

点

字

図
書
館
ヘ

マ

演

題

「人
間
訪
ね
あ
る
記
」
豆

マ
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
百
六
十
地

マ
申
し
込
み
は
が
き
に

「文
化
講
Z

区
(
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
様

演
会
聴
講
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
E

二
百
万
円
上
回
公
園
内
や
す
ら
ぎ

話
番
号
を
記
入
し
て
左
記
へ
。
電
話
Z

広
場
建
設
資
金
と
し
て

で
も
可
。
(
先
着
五
百
名
締
切
り
)

E

マ
小
松
武
義
様
(
東
前
山
)
糸
車

干
3
8
6

上
田
市
中
央

一
ーl
七
Z

ほ
か
三
点
博
物
館
の
民
俗
資
料
に

二
九
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
Z

マ
小
林
栄
様
(
林
之
郷
)
衣
類

サ
ー
ビ
ス
課

Z

八
十
九
点
乳
児
院
へ

エ
マ
側
西
沢
書
届
様
絵
画
(
十
五
号
)

ユ

一
占…

に
マ
西
前
山
自
治
会
様
六
十
万
円

ヱ
中
禅
寺
駐
車
場
公
衆
便
所
建
設
資
金

=
の

一
部
と
し
て

平
マ
洞
口
泰
雄
様
(
千
曲
町
)

書
籍

江
十
八
巻
南
小
学
校
へ
、
千
百
七
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

金
、
投
資
お
よ
び
投
機
的
資
金
、
転
『

貸
資
金
、
旧
債
返
済
資
金
、
遊
興
費

百

に
充
て
る
場
合

文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

中
部
電
力
棚
上
田
営
業
所

宮
⑫
1
2
4
0

ご
寄
付
お
払

衣
類
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お
受
け
く
だ
さ
い

三種混合

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

企
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ

リ
ア

・
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
最
寄
り
の

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い

。

マ
対
象
者

一

期
・:
①
五
十
九
年
七
月

一
日
か

ら
同
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
供
さ
ん

②
五
十
九
年

六
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
で
未
接
種
の
人

(た
だ
し
、

四
歳
未
満
)

二

期
:・
①
五
十
八
年

一
月

一
日
か

ら
同
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
で、

一
期
が
済
ん
で

い
る
人
②
五
十
七
年
十
二
月
三

十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ

ん
で、

二
期
が
済
ん
で
い
な
い

人

(た
だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
)

マ
接
種
内
容

一

期
・:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で

三
回
接
種

(三
週
間
に
満
た
な
か

っ
た
り
八
週
間
を
越
え
た
場
合
接

種
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

Tごえ一(9)一一一ug和62年1月1日 広報う

C 

だ
さ
い
)

二

期
:・

一
期
終
了
後
、
十
こ
か
ら

十
八
か
月
以
内
に

一
回
接
種
(
た

だ
し
、

一
期
を
二
回
以
上
接
種
済

み
で
な
い
と

二
期
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
二
期
の
接
種
は

一

期
を
終
え
て
か
ら
正
確
に
十
二
か

月
を
過
ぎ
な
い
と
接
種
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
)

マ
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

・
問
診
票

(赤
ち
ゃ

ん
手
帳
の
中
に
綴
り
込
ん
で
あ
り
ま

す
。
赤
ち

ゃ
ん
手
帳
が
な
い
場
合
は、

会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お

使
い
く
だ
さ
い

)

・
印
鑑

マ
受
付
時
間

各
会
場
と
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

間
二
時
三
十
分

マ
予
備
日

予
備
日
は
次
の
両
日
で
、
上
田
市
保

健
セ
ン
タ
ー

(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)

で
行
い
ま
す
。

-
四
月
七
日
閃
・:
東
部
、
南
部
、
中

央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、
神
科
、

f 

神
川
、
豊
殿
地
区

・
四
月
十
日
働
:
・城
下
、
川
辺、

泉

田
、
塩
田
、
川
西
地
区

マ
受
け
ら
れ
な

い
子
供
さ
ん

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は
増
悪
期
ま

た
は
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
す
こ

と
が
明
ら
か
な
人
、
ま
た
は
異
常
な

実施日

1目回 2目回 3目匝|
メヱhエ、 場 名 対象 地 区

中央地区 (横町・海野町・原町・
袋IOT・馬場IUT.田町 ・

2 3 丸堀町・木11IT・北大手)

月 月 月 上田市保健センタ ー 西部地区 (下紺屋町・ 鎌原・西

13 10 10 (市役所南庁舎2附) 脇・新IUT.諏訪部 ・生

(火日) (日火)(日火)
塚・常磐町 ・緑が丘・
新屋 ・緑が丘北 ・緑が
丘西・城北)

上野が丘公民館 神科地区・ 豊殿地区

北部地区 (上川原柳IUT・下川原
柳~IT .愛宕町 ・上鍛冶
町・ 鍛冶町 ・上房人 ・

2 3 
上田市保健センター

下房山 ・柳IUT・新田・
月 月 月 上紺屋町)
16 12 12 (市役所前庁合21時) 南部地区 (南天神町 泉平 ・北

(金日) (木日) (木日) 天神町・ 松尾町・ 鷹匠
町・ 本町 ・末広IHT.大
子町)

神川地 区公民館 神川地区

東部地区 (踏入・泉IDT・上常EEI・
上田市保健センタ ー 中常田・下常田・ 北常

2 3 ( di役所市庁舎21祈) 田 ・材木IHT・常入)
月 月 月 塩尻地区
20 13 13 

城下地区
(日火)
日
(金日) 

貴子 mT lτEhZ h 館
(金) 泉田地区の半過

) 11 辺 開r ムヱエ 館 川辺地区
泉田地区の福田 ・吉田

2月1 月12 7 月13 7 
塩田母子健康センター 塩田地区

島尽底川西社会福祉センタ一 川西地区

61年度(後期)三種混合予防接種目程表

※時間は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。
※駐車場がj昆み合うため、車でのお出かけはご遠慮くださし、。

副
反
応
を
起
、
」
す
、
」
と
が
明
ら
か
な

i

、
ー
ノ④
接
種
前

一
年
以
内
に
、

け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ

っ
た
人

⑤
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
(⑫

2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
次
の
と
お

り

「着
付
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
料

無
料
。

(
休
館
日
は
水
曜
日
で
す
)

〈
対
象
者
〉

市
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
女
性

(初
心
者
に

限
る
)

〈

{

疋

田

貝

〉

三
十
名

(定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

〈
受
講
日
〉

一
月
二
十
二
日
附
か
ら
三
月
十
九

日
附
ま
で
の
毎
木
曜
日

(二
月
十
二

日
を
除
く
)。
時
間
は
午
後
六
時
か
ら

同
九
時
ま
で
。
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ベットも火葬に

え広報う

市では、ペット(犬、描など)の飼育者や動物

愛護関係者から要望のあった「ペット専用火葬炉」

を建設し、 12月22日から火葬業務を始めました。

ペットの火葬をご希望の方は、次によりご利用

くfごさし、。

・火葬の対象

ペット(犬、

・利用方法

c>火葬をして骨を持ち帰る場合は、次の受付時

間内に直接大星斎場に連絡をとり、指定された

時間に死体を持参してくださ ¥"'0

(受付時間)平日は、午前8時30分から午後5時

15分まで。土曜日は、午前8時30分から午後

12時30分まで。

(休業日)日曜、祝祭日。年末年始

から翌年 1月2日まで)。

b骨を持ち帰らない場合も、原則として連絡の

後、死体を持参してくださ ¥"'0

・ベットを持ち込むには・・・

死体は、木箱またはダンボール箱に入れてから

お持ちください。

・火葬時間

骨を持ち帰る場合は、

ぐらいかかりますので、

・持参するもの

じ〉犬の場合は鑑札。鑑札がないときや描などの

場合は、飼い主の運転免許証か健康保険証(使用

料決定のため)。

c>骨を持ち帰る場合は、

・料金の納入は・..

斎場事務所で受け付けをし、使用料金表によ

りお支払いください。

大星斎場組合企⑫0983(十

一
月
届
け
出
分
)

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

榎
本
晴
次
さ
ん

和
田
む
津
志
さ
ん

西
沢
袈
裟
己
さ
ん

松
本
豊
吉
さ
ん

若
林
君
子
さ
ん

成
津
軍
司
さ
ん

久
保
田
茂
さ
ん

一ー第 974号

緑
諏が梅丸上丸秋
訪丘が堀室堀
形西丘町賀 町 和

五
O
八
四
八

一

七
六
八

一

八

一

六

一

5苗など)

守

柴

真

さ

ん

東

前

山

六

八

小

松

清

男

さ

ん

長

島

七

一

志

野

か

ん

さ

ん

院

内

八

六

川
上

竹

代

さ

ん

染

屋

七

五

上

村

ト

ミ

さ

ん

踏

入

八

八

大
石
か
っ
さ
ん

北
大

手

八

O

大
滝
今
朝
雄
さ
ん
下
川
原
柳
町
七
八

小

林

園

隆

さ

ん

下

之

郷

七

八

皆

瀬

そ

め

さ

ん

石

神

八

三

山

越

夜

さ

ん

国

分

七

O

成
浬
清
太
郎
さ
ん

川
辺

町

七

三

一
之

瀬

茂

さ

ん

大

日

木

六

六

森
山
花

井

さ

ん

御

所

八

六

宮
之
上
ふ
み
さ
ん
宮
之
上
八
六

。
(12月31日

柳
沢
幸
美
さ
ん

村
田
今
朝
吉
さ
ん

瀧
津
て
い
さ
ん

伊
藤
よ
し
さ
ん

矢
島
つ
ゐ
さ
ん

榎
並
歌
子
さ
ん

布
施
ツ
ナ
さ
ん

上
野
啓
子
さ
ん

保
科
春
雄
さ
ん

丸
山
喜

一
郎
さ
ん

芳
坂
正
孝
さ
ん

清
水
ま
つ
を
さ
ん

関
田
勝
人
さ
ん

漬
村
み
と
り
さ
ん

生

塚
長

島

長

島

倉

升
中
常
田

川
辺
町

材
木
町

中

村

新

屋
上
常
田

山

田

上
塩
尻

中

村

金

井 1時間から 1時間40分

待合室でお待ちくださ
七四八 二 七五 三 八五八八七七八
七七四五五六 二 O 二一 九七 O 二

骨を入れる容器。

石

合

武

雄

さ

ん

鈴

子

八

七

伊
坂
と
し
子
さ
ん
上
川
原
柳
町
六
二

相

馬

貢

さ

ん

上

房

山

七

七

田

谷

康

子

さ

ん

上

沢

六

五

佐

藤

く

ふ

さ

ん

赤

坂

六

六

山
下
ユ

リ
コ

さ

ん

新

田

四

四

竹

内

ま

さ

さ

ん

上

沢

八

三

宮

崎

宗

登

さ

ん

小

泉

八

O

上
原
三
郎

さ

ん

院

内

八

一

町
田
歌
子
さ
ん
北
天
神
町
六
八

岩
田
文
雄
さ
ん
み
す
ず
台
南
五
二

手

塚

安

夫

さ

ん

木

町

七

二

清

水

日

代

さ

ん

森

八

O

林

か

ず

み

さ

ん

下

組

七

一

小型(10kg未満)

ボーイスカウトの隊員を募集

石
井
み
つ
江
さ
ん

宮
下
つ
ね
さ
ん

松
沢
か
つ
江
さ
ん

坂
田
袈
裟
衛
さ
ん

吉
山
治
雄
さ
ん

竹
内
と
よ
さ
ん

峯
村
幾
雄
さ
ん

坂
田
も
ぞ
さ
ん

坂
田
則
人
さ
ん

田
村
要
人
さ
ん

島
形
ひ
さ
よ
さ
ん

佐
藤
ぬ
バ
子
さ
ん

高
速
っ
た
さ
ん

佐
藤
義
角
さ
ん

募集人員・・・小学校新3年生

6年生(若干名)

申込先...1月31日(土)までに青少年課 (ft⑫4100

内線681)へお申し込みくださし、。

(20名)、小学校新4-半
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